
1

 常務の喜㔟です。本日はお忙しいところお集まり頂き、ありがとうございます。

 説明会の冒頭にあたり、台風19号の影響で皆さまにご迷惑とご不便をおかけし
ていることについて心よりお詫び申し上げます。

 引き続き全力を挙げて不通線区の復旧作業に取組むとともに、輸送力確保に
向けたあらゆる努力を行うことで、影響を最小限に食い止めていく考えです。

 それでは、第2四半期決算及び通期の業績予想についてご説明します。
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 営業収益は、GW10連休化などにより運輸収入が増加するなど、8期連続の増
収でした。

 営業費用が増加したものの、営業収益の増加により全ての利益が増益でした。

 計画対比では、上期で営業収益は計画を上回り、営業費用は物件費その他が
次世代新幹線「ALFA-X」の試験費の計上時期ずれなどの要因で計画を下回っ
たことから、全ての利益で計画を上回りました。なお、「ALFA-X」の試験費の計上
時期ずれ分は、下期での計上を計画しています。

 台風19号の影響は、運転見合わせに伴う収入減や設備被害等に伴う費用増が

考えられますが、通期の業績に与える具体的な影響額は現時点で未確定であ
り、以上を踏まえ、現時点で修正するには至らないと判断しました。

 また、台風19号が上陸した10/12～14の各線区計画運休と、10月中の北陸新
幹線・中央本線特急運休・東北新幹線影響等をあわせて、10月中の減収額は
約120億円と想定します。

 なお、11月以降の減収額、及び費用に関して、浸水、橋りょう流出、線路設備ヘ
の土砂流入などの被害に関する影響額は現在算定中です。



5

 鉄道運輸収入の実績と主な増減要素です。

 定期は、就業者数の増により、引き続き堅調に推移し、対前年100.4％で、10億
円の増でした。

 定期外について新幹線・在来線関東圏とも、天候災害はあったものの、GW10
連休化・前年災害の反動・基礎の増などにより、対前年101.5％、103億円の増
でした。



 運輸収入は対計画で8億円上振れました。内訳として、定期が7億円の下振れ、
定期外のうち、新幹線が16億円の上振れ、在来線関東圏が2億円の下振れ、
在来線その他が1億円の上振れでした。

6



7

 インバウンド収入の実績は、スライドに記載の通りです。

 インバウンド収入（運輸収入）は計画を下回ったものの、対前年106％程度とい
うことで、訪日外客数の伸びを上回っています。

 今後も訪日外客数の推移などを含めた動向を注視するとともに、各施策に取り
組むことで当初計画で掲げた収入の確保に努めます。
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 主な要因として、人件費は減少したものの、部外委託関係を中心とした物件費
その他の増と、設備投資の増による減価償却費の増により、営業費用は対前
年101.5％、124億円の増となりました。
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 連結決算について、営業収益は8期連続の増収かつ、第2四半期決算としては
過去最高、また、全ての利益が過去最高でした。

 セグメント別では、流通・サービス事業は増収減益であったものの、運輸事業、
不動産・ホテル事業、その他の事業は増収増益となりました。

 計画対比では、一部営業費用で計上時期が下期にずれたものがあるものの、
上期においては、全てのセグメントで概ね計画通りに推移しています。

 台風19号の影響は、単体を中心に通期の業績に与える具体的な影響額は現

時点で未確定であり、以上を踏まえ、現時点で修正するには至らないと判断し
ました。ただし、単体同様、影響額が確定し次第、速やかにお知らせします。
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 運輸事業について、当社の運輸収入が増加したことなどにより、増収増益とな
りました。
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 4/1に、本社内に「MaaS事業推進部門」を立ち上げることで、MaaSに関する事業

戦略を一元的に進める体制を整えたところであり、首都圏および東日本エリア
の鉄道サービスを担う当社として、「MaaS」や「モビリティ革命」により、価値ある
移動社会の創出と地域の活性化に貢献したいと考えています。

 当社が提供する「モビリティ・リンケージ・プラットフォーム」が今後お客さまにとっ
て便利なサービスとなっていくようにスピード感を持って進めていき、他の事業
者との連携も積極的に行っていきます。

 最近の取組みは、スライドの記載のとおりです。
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 流通・サービス事業について、ジェイアール東日本企画や鉄道会館の売上増が
あったものの、物件費等が増加したことなどにより、増収減益となりました。
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 不動産・ホテル事業について、JR東日本ビルディングやルミネの売上が増加し
たことなどにより、増収増益となりました。
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 11/1に渋谷スクランブルスクエア、2020年度にWATERS takeshibaが開業というこ

とで、スライド記載以外の開発件名も含め、東京2020オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会前の開業を目指しています。

 また、品川開発プロジェクトも、2024年頃の街びらきに向け、順調に進捗してい
ます。
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 その他について、ICカード事業やクレジットカードの売上が増加したことなどより、
増収増益となりました。
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 Suicaは、交通系電子マネー利用可能店舗数及び交通系電子マネーの月間利
用件数とも順調にその件数を伸ばしています。10/11には、交通系電子マネー
の1日あたり最高利用件数は約946万件を記録しました。

 また、10/1にSuicaの鉄道利用で「JRE POINT」がたまるサービスを開始しました。

 「JRE POINT」会員数は10/6時点で1,100万人を超え、その後現在に至るまで1日
平均約1万7千人ずつ増加しており、10/20時点は約1,127万人です。
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・P17、P18はご参照ください。
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 設備投資について、将来の収益の基盤となる成長投資を積極的に進めていくと
いうことで、今年度計画を立てていますが、第2四半期の実績は2,068億円と
なっており、概ね計画通りに進捗しています。
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 P20はご参照ください。
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 4月に策定した営業キャッシュ・フローの使途についての計画です。

 引き続き、数値目標の実現、経営体質の強化に向けて全力で進んでいきます。



 今回の台風19号により、当社エリアの広い範囲に影響が及びました。

 長野新幹線車両センターの冠水をはじめ、一部の線区・設備では大きな被害が
出ており、運転見合わせ区間も多数発生していましたが、先日、北陸新幹線や
中央本線でも運転再開するなど、当社、グループ会社、及びパートナー会社の
社員など総力を挙げて、引き続き復旧作業に取り組んでいますので、あらため
て皆さまのご理解とご支援の程、宜しくお願いします。
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 本頁以降は、参考資料ですのでご参照ください。

 以上で説明を終了します。ありがとうございました。
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